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こども支援活動
ファミリーマートの社会貢献テーマである
「こども支援」について、代表的な活動事例を
ご紹介します。これらの次世代を育成する
さまざまな活動を通して、家族を、地域社会を、
より良い将来を応援していきます。

◉その他の活動・・・・・・・・・33

ファミリーマート  ありがとうの手紙コンテスト２０１8
今年度10回目となる本コンテストは、夏休みの前に全国19,892校・640万児童に向けてご案内し、結果6月1日
から10月1日の約4ヵ月の間で、応募総数39,487通にも上るこころあたたまる作品をいただきました。
甲乙つけがたい力作ぞろいの中から選ばれた、 全国７つのブロックを代表する最優秀作品賞全21作品、審査員
特別賞全35作品、学校・団体賞全7校・団体をご紹介します。なお、本コンテストの詳細報告は、ファミリーマートの
ホームページでもご紹介させていただいております。 （http://www.family.co.jp/arigatou2018）

◉最優秀作品賞受賞作品紹介・・・・・・・ 4

◉審査員特別賞受賞作品紹介・・・・・・・25

◉学校・団体賞受賞校・団体紹介・・・・・32

平成30年6月1日（金）～10月1日（月） 小学校１年生～６年生応募期間 応募資格

一次、二次、最終審査会と３回の審査を経て決定審 査

低学年部門（１・2年生）　各ブロック１名　合計７名
中学年部門（3・4年生）　各ブロック１名　合計７名
高学年部門（5・6年生）　各ブロック１名　合計７名

最優秀作品賞

各ブロック5名　合計35名審査員特別賞

平成30年11月29日（木）最終審査会 39,487通応募総数

実施概要

各ブロック1校・団体　合計7校・団体学校・団体賞

主催：株式会社ファミリーマート　

後援：全国連合小学校長会／全国市町村教育委員会連合会／全国小学校国語教育研究会／
　　　全国小学校道徳教育研究会／全国小学校生活科・総合的な学習教育研究協議会／
　　　生活科教育研究会／一般社団法人 日本家庭生活研究協会／株式会社 教育新聞社

※全国を７ブロックに分割し、
　審査を実施





  あ き も と      　 ひ ろ て る

仙台市立広瀬小学校
秋元　拓輝さん（6年）

審査員から
心臓の病気を抱えながら、前向きに力強く生きていこうという決意が丁寧に
綴られている。自分を支えてくれる周りの人たちへの感謝の気持ちが心に響く。

  あ き も と      　 よ し て る

仙台市立広瀬小学校
秋元　義輝さん（4年）

審査員から
病気の兄への愛情、家族の絆の強さが文章から伝わってくる。父母の
「おまえはお兄ちゃんにあいたくて生まれてきたんだね」という言葉が胸をうつ。

北海道・東北 ブロック

北海道・東北 ブロック

北海道・東北 ブロック

北海道・東北 ブロック

最優秀作品賞
中学年の部

最優秀作品賞 最優秀作品賞
高学年の部

最優秀作品賞
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  え じ り         　さら

川崎市立古川小学校
江尻　桜空さん（3年）

審査員から
大好きな先生が亡くなった寂しさが痛いほど伝わる。同時に、先生がこれまで
自分たちにしてくれたことを糧に成長していこうとする姿に感銘を受ける。

　 な かだ　　　 　つむぎ

横浜市立今井小学校
中田　紬貴さん（1年）

審査員から
心優しい接骨院の先生夫妻との交流を通して、事故によるケガからの回復は
もちろん、傷ついた心も少しずつ元気になっていく様子が丹念に描かれている。

最優秀作品賞
低学年の部

最優秀作品賞 最優秀作品賞
中学年の部

最優秀作品賞

関東 1 ブロック
関東 1 ブロック

関東 1 ブロック
関東 1 ブロック
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　　あべ　　　　　たけぞう

桜川市立岩瀬小学校
安倍　武蔵さん（1年）

審査員から
当たり前に使っている足に対する感謝という視点がユニーク。歯切れがよく、
力強い文章もよい。足の成長がひと目で分かるイラストのアイデアが面白い。

　あ か はね　　　　ゆうき

千代田区立昌平小学校
赤羽　佑紀さん（6年）

審査員から
戦死した曾祖父が平和な社会を願っていたことを知り、自分もたくさんの
子どもたちが平和に暮らせる方法をがんばって考えたいという決意がたのもしい。

最優秀作品賞
高学年の部

最優秀作品賞 最優秀作品賞
低学年の部

最優秀作品賞

関東 1 ブロック
関東 1 ブロック

関東 2 ブロック
関東 2 ブロック
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　えんどう　　　　あや

さいたま市立城北小学校
遠藤　彩さん（6年）

審査員から
曾祖母との数々の思い出が、その情景が思い浮かぶほど克明に丹念に描かれている。
曾祖母に対する深い愛情や感謝の気持ちが行間から伝わってくる。

　や ま もと　　 　 しおり

川越市立大塚小学校
山本　栞さん（3年）

審査員から
アゲハ蝶の幼虫にみかんの葉を食べさせたいという願いを聞き入れ、一生懸命に
なってくれた人たちへの感謝が丁寧に表現されている。アゲハ蝶のイラストも美しい。

最優秀作品賞
中学年の部

最優秀作品賞 最優秀作品賞
高学年の部

最優秀作品賞

関東 2 ブロック
関東 2 ブロック

関東 2 ブロック
関東 2 ブロック
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　いいむろ　　　 　たけと

駿台甲府小学校
飯室　岳叶さん（3年）

審査員から
カイコの一生をじつに丁寧に追っている。命の大切さを教えてくれたカイコへの
感謝の気持ちがしっかりした文章と緻密なイラストでよく伝わってくる。

　 お ざき　

蒲郡市立塩津小学校
尾﨑　ゆずさん（1年）

審査員から
祖母との楽しいひと時が生き生きと描かれている。祖母の体にとまった
2匹のトンボが「ブローチみたいでかわいかったよ」という表現がみずみずしい。

最優秀作品賞
低学年の部

最優秀作品賞 最優秀作品賞
中学年の部

最優秀作品賞

中部・東海 ブロック
中部・東海 ブロック

中部・東海 ブロック
中部・東海 ブロック
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　くわはら

大阪狭山市立東小学校
桑原　ひよりさん（2年）

審査員から
雨宿りさせてくれた近所のおばさんとのひと時が、かわいらしい表現で綴られている。
「これからも、あったときは、元気にあいさつするね」の結びがさわやか。

　 お おば　　　　 　かえ

浜松市立雄踏小学校
大場　香依さん（6年）

審査員から
「ありがとう」という言葉をキーワードとしながら、障害のある弟に対する愛情が
しなやかに描かれている。姉弟の強く温かい絆がほほえましい。

最優秀作品賞
高学年の部

最優秀作品賞 最優秀作品賞
低学年の部

最優秀作品賞

関西 ブロック
中部・東海 ブロック
中部・東海 ブロック

関西 ブロック

15 16





　　しもがわら　　　 　こうせい

丸亀市立城西小学校
下河原　康生さん（3年）

審査員から
幼虫から成虫になるまでアゲハ蝶を大切に育てた様子がきめ細かく描かれている。
手紙を開くとアゲハ蝶が飛び立つ仕掛けが施されているのも楽しい。

　お り もと　　　 りょうま

徳島文理小学校
折本　諒真さん（2年）

審査員から
「ありがとう」という言葉にありがとうを言いたいという気持ちがストレートに
伝わる。「ありがとう。とってもすてきなことば」という表現が素直で愛らしい。

最優秀作品賞
低学年の部

最優秀作品賞 最優秀作品賞
中学年の部

最優秀作品賞

中国・四国 ブロック
中国・四国 ブロック

中国・四国 ブロック
中国・四国 ブロック
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　 さげど　　　　　ゆうたろう

湧水町立轟小学校
下戸　悠太郎さん（6年）

審査員から
父の単身赴任をきっかけに、改めて父の愛情の深さを見つめ直し、
成長していく様子がよく描かれている。ほがらかな表情の父のイラストも見事。

　 　お だ　　　　　 こうたろう

北九州市立足立小学校
小田　孝太朗さん（3年）

審査員から
わが子の夢を応援する母の愛情と、そんな母への感謝の気持ちが
ダイレクトに伝わる。手紙を開くと母への感謝状が立ち上がるアイデアも秀逸。

最優秀作品賞
中学年の部

最優秀作品賞 最優秀作品賞
高学年の部

最優秀作品賞

九州・沖縄 ブロック
九州・沖縄 ブロック

九州・沖縄 ブロック
九州・沖縄 ブロック

23 24
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新潟市立葛塚東小学校

   かすが            　        の

春日　いち乃さん（1年）1
白河市立みさか小学校

    ななみ　      たまき

七見　環さん（2年）2
仙台市立桜丘小学校

 す が       　 ゆ う あ

菅　侑亜さん（4年）3

新潟市立亀田東小学校

   まつもと         　るか

松本　琉花さん（4年）4
登米市立佐沼小学校

  おいかわ       　まさあき

及川　雅明さん（6年）5

二宮町立二宮小学校

　　　おのでら　　　　　　あおい

小野寺　葵海さん（1年）1 2 3

小田原市立久野小学校

　　かわい　　　　 　りり

河井　百合さん（5年）

星美学園小学校

　 まつしま　　 　じょう

松島　丈さん（4年）

4

相模原市立大野小学校

はなわ　　　　みさき

塙　美咲さん（3年）

相模原市立大野小学校

　　もりわき　　　　 　ちはる

森脇　千遥さん（5年）5
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ブロック

関東
2

ブロック
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さいたま市立浦和別所小学校

　 あみたに　　　 　しおん

網谷　思音さん（2年）1
江戸川学園取手小学校

　　はらだ　　　　 　りお

原田　梨央さん（3年）2
土浦市立菅谷小学校

　 いそ べ 　 　 　 　 　 あ み

礒部　愛美さん（4年）3

さいたま市立宮原小学校

　あんざい　　　　 りょうが

安西　亮翔さん（6年）4
船橋市立中野木小学校

　 にしむら　　　 　はるか

　村　遥香さん（6年）5

浜松市立有玉小学校

　しゃざわ　　　　 　りり

社澤　梨里さん（1年）1 2 3

静岡市立清水庵原小学校

　ひらおか　　　　　あんり

平岡　杏梨さん（4年）

津市立美杉小学校

　 いけだ　　　　　さいち

池田　偲一さん（1年）

4

富士見町立富士見小学校

　ひらばやし　　 　らい

平林　來さん（4年）

一宮市立大志小学校

　　 みずの　　　　 　くるみ

水野　来実さん（6年）5



中国
四国
ブロック

関西
ブロック
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尼崎市立園田北小学校

　 ももさき

百崎　みやびさん（2年）1
長浜市立長浜南小学校

　 ひきやま　　　 　 かのあ

引山　叶愛さん（1年）2
京都市立太秦小学校

　 こに し 　 　 　 　　 み ち る

小　　満琉さん（4年）3

枚方市立殿山第一小学校

　　あべ　　　　　 きみひさ

阿部　公尚さん（5年）4
尼崎市立立花西小学校

　なかにし　　　　　ゆうの

仲西　優希さん（6年）5

呉市立坪内小学校

　 すもと　　　　　あらた

数元　新星さん（2年）1 2 3

徳島文理小学校

　　 みき　　　　　 そうま

三木　爽真さん（5年）

徳島文理小学校

　　もてぎ　　　　　みらい

茂木　美來さん（4年）

4

小松島市立千代小学校

　 ゆあさ　　　　　ここね

湯浅　心音さん（4年）

丸亀市立城西小学校

　　 うつみ　　　　　　はると

内海　陽翔さん（5年）5





地域社会の安全・安心を提供する拠点として、
こどもたちを見守るお手伝いをしています。

セーフティステーション

 ファミリーマートは
「ありがとうの手紙コンテスト」をはじめとして
地域社会とともに次世代育成に取り組みます！

「出前授業」や「企業訪問」の受け入れを行っています。
出前授業では、中学生や高校生に企業の活動をわかり
やすく伝えるため、ファミリーマート社員を講師として
派遣し、「社会インフラとしてのコンビニの役割」や
「職業講話」などを行っています。また、企業訪問では、
中学生や高校生が「商品」や「ＣＳＲ」など、関心のある
テーマについて学ぶ機会を提供しています。

出前授業／企業訪問

ファミリーマートでは、お客さまと、こどもたちと地球の未来のために活動
を行っているNGO／NPOとの、協働で社会的な活動に取り組むため、
1993年から「ファミリーマート夢の掛け橋募金」として募金活動を行って
います。全店のレジ横に募金箱を設置し、店頭募金を受け付けています。
お預かりした募金は、株式会社ファミリーマートからの企業寄付と合わせて、
世界の子どもたちを含めた次世代育成支援と環境保全活動などの事業
に役立てられています。

ファミリーマート 夢の掛け橋募金　

33

2013年に公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン
と「グローバルパートナーシッププログラム契約」を締結し、
ファミリーマートが展開し
ているタイ・ベトナムで、同
団体と協働でこどもの命
を守る防災・減災事業に
取り組んでいます。

グローバル防災（ 　　）教育

「森の教室」は 公益社団法人 国土緑化推進機構と
ともに全国の幼稚園、保育園を巡回し、次世代を担う
こどもたちに森や自然の大切さを楽しく伝えるプログ
ラムです。2018年11月に通算200回目の森の教室
を開催し、これまでに、2万3,270人の園児たちが
参加しました。このプログラムでは、自然の大切さを
学んだ後、こどもたちがどんぐりを植え、園で大切に
育てた後に植林を実施します。この活動をきっかけに、
森を守り、育てる活動が各地に広がっています。

森の教室

２００９年にスタートした「ファミリーマートありがとうの
手紙コンテスト」は、これまでに延べ１６,１１２校・団体から
３２７,５８３通の「ありがとう」が全国から寄せられました。
また、過去の受賞作品から５作品が２０１８年度に発行
された２社の道徳の教科書に採用され、学校教育の
現場でも活用されています。
最優秀作品賞の表彰式は、
受賞者が通う小学校で、児
童のご家族や近隣店舗の
店長、ファミリーマート社員も
参加して開催され、学校と
ともに子ども達の活躍を称
える場にもなっています。
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国連WFP学校給食支援

普段は入ることのできな
いお店の中を探検したり、商品の陳列、レジ体験、接客
など、子どもたちがファミリーマートの仕事を体験する
「こども店長」を各店頭で実施しています。

こども店長
／職場体験

ファミリーマートは「すべてのこどもに等しく、豊かな環境のなかで
教育を受けさせたい。」というベルマーク活動の願いに賛同し、小
売業として初めて、2008年４月より全国で発売している全ての
おむすびにベルマークを付けて販売しています。さらに、店頭のお
　　　　　　　　　　　　　　　むすび売場に回収ＢＯＸを設置し、
　　　　　　　　　　　　　　　ベルマーク回収も行っています。
　　　　　　　　　　　　　　　お客様からお寄せいただいたベ
　　　　　　　　　　　　　　　ルマークは、地域の子どもたちの
　　　　　　　　　　　　　　　ために店舗近隣の小学校へお届
　　　　　　　　　　　　　　　けしています。

ベルマーク運動への参加

店舗、本社、食品工場に寄せられたベルマークは、点数を集票
した上で被災地の小学校へ寄贈しています。　2018年12月には、
大船渡市立大船渡北小学校、陸前高田市立米崎小学校、東松島
市立矢本東小学校を訪問し、各小学校に約100,000点づつお
渡ししました。

ベルマークによる被災地支援

国連WFPコーポレートプログラムのパー
トナーとして、2030年までに飢餓を解
消させる支援活動を実施しています。
2016年からは、ミャンマーの学校給食
支援に指定寄付し、ミャンマー児童の
栄養改善を行っています。

ファミリーマートの
募金累計総額

（1993年～2018年8月末現在） 店頭募金・企業寄付・Famiポート募金、義援金などを含む。
58億9,337万4,821円

寄付先と主な事業

全国の
店舗

株式会社 ファミリーマート
（マッチングギフト＊＝企業寄付）

公益社団法人
セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン

子どもの防災・
減災教育支援
SDG s 教材普及の支援

公益社団法人
国土緑化推進機構

森の教室
聞き書き甲子園
未来の森づくり事業

特定非営利活動法人
国際連合世界食糧計画WFP協会 ミャンマー学校給食支援

公益財団法人 
米日カウンシルージャパン

TOMODACHIイニシアチブ
女子高校生のキャリア支援

寄付先と主な事業

ファミリーマート
夢の掛け橋募金

＊ マッチングギフト…募金総額に対して、一定の比率を掛けた金額を上乗せして寄付しています。
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